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本書は冷戦終結後世界規模の政治状況に生じている諸問題を､ 憲法､ 暴力､ デモクラシー､
ナショナリズム､ 自由と平等といった視座から考察したものである｡
著者はヨーロッパ政治思想とりわけスピノザ､ ホッブズ､ ロックを､ 宗教批判という視














間が政治とかかわる二つの回路､ すなわち権力の制限としての ｢リベラルモメント｣ と権
力を創出する ｢構成的モメント｣ が含意されていることを指摘している｡ この二つのモメ
ントがその後辿った命運においては構成的モメントに比してリベラルモメントがしばしば
極小化されることになった｡ 典型的には社会主義国においてであり､ また､ イスラム諸国
においてもまたそうである｡ このような世界的な動向の下､ 冷戦後日本の憲法改正論議に
おいてしばしばなされてきた第九条への批判を､ 九条にも独自のリアリズムがあることを





































心の惹起にバランスする作用は､ ただ距離の感覚－あるいは ｢理性｣ とも ｢判断力｣ とも
言える測定能力であろうが－を必要とするし､ 全編に流れる著者の思考ラインはそれを想
定していると考えられる｡ また､ 著者が李静和氏の 『残傷の音－ ｢アジア・政治・アート｣









プラトン』                   ) に倣って言えば､ 著者は理性が存在しなお有効に働
くことに賭けたゆえと言えるであろう｡
(MURAI Hiroshi)
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